
【
入
院
前
に
申
請
を
】

　
入
院
す
る
と
き
に
認
定
証
を
被

保
険
者
証
と
と
も
に
医
療
機
関
窓

口
で
提
示
す
る
と
、
窓
口
で
の
支

払
額
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と

な
り
ま
す
。

　
こ
の
認
定
証
を
提
示
し
な
か
っ

た
場
合
は
、
医
療
機
関
の
窓
口
で

従
来
ど
お
り
支
払
い
、
後
日
、
自

己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
分
を
高

額
療
養
費
の
給
付
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
、
一
時
的
に
高
額
療
養
費

分
を
立
て
替
え
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
特
に
　
～
　
歳
（
後
期
高
齢
者

70

74

医
療
制
度
該
当
者
は
除
く
）
の
人

は
、
自
己
負
担
限
度
額
が
異
な
り

ま
す
。
世
帯
主
お
よ
び
国
保
加
入

者
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
あ
る

人
は
、
入
院
時
の
医
療
費
と
食
費

を
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
す
る

た
め
、
入
院
前
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

胸
手
順
…
次
の
と
お
り
。

①
入
院
が
き
ま
る
。

②
国
保
年
金
課
へ
認
定
証
の
交
付

申
請
を
す
る
（
印
鑑
・
被
保
険
者

証
持
参
）。

③
認
定
証
の
交
付
を
受
け
る
。

④
入
院
時
に
認
定
証
を
病
院
に
提

示
し
て
、
限
度
額
ま
で
を
支
払
う
。

胸
認
定
証
の
申
請
…
左
記
窓
口
で

受
け
付
け
。

※
保
険
税
に
滞
納
が
あ
る
場
合
は

認
定
証
を
交
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

従
来
ど
お
り
と
な
り
ま
す
。

架
国
保
年
金
課
資
格
給
付
班
（
緯

市
役
所
緯
○４２ 
5
1
1
1

パート衛
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平成２２年（２０１０）７月１日号（８）

―
4
2
4
―
8
8
5
4
）、市
国
保

年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金
班
。

保
険
料
免
除
制
度

　
国
民
年
金
に
は
、
収
入
が
少
な

い
な
ど
、
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
が
困
難
な
場
合
に
、
申
請
に
よ

っ
て
保
険
料
を
免
除
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
免
除
に
は
、全
額
免
除
・

4
分
の
1
納
付
・
半
額
納
付
・
4

分
の
3
納
付
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、　
歳
未
満
の
人
の
若
年
者

30

納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
、
い
ず
れ

の
場
合
も
年
度
ご
と
に
申
請
が
必

要
で
す
。

　
免
除
に
つ
い
て
は
、
申
請
者
本

人
と
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前
年
所

得
を
基
に
、
猶
予
に
つ
い
て
は
、

申
請
者
本
人
と
配
偶
者
の
前
年
所

得
を
基
に
審
査
し
決
定
さ
れ
ま
す
。

　
免
除
お
よ
び
猶
予
の
承
認
期
間

は
平
成
　
年
7
月
～
平
成
　
年
6

22

23

月
の
1
年
間
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
昨
年
免
除
申
請
を
し
て

全
額
免
除
・
納
付
猶
予
で
承
認
さ

れ
て
い
る
人
で
、
継
続
審
査
を
希

望
し
て
い
る
人
は
、
申
請
書
の
提

出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
と
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
の
更
新

【
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
の
更
新
】

　
現
在
使
用
し
て
い
る
｢
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
｣
の
有
効
期

限
は
7
月
　
日
臥
で
す
。

31

　
8
月
1
日
蚊
か
ら
の
被
保
険
者

証
は
、
今
月
末
ま
で
に
簡
易
書
留

に
よ
り
郵
送
し
ま
す
。

　
古
い
被
保
険
者
証
は
回
収
し
ま

す
の
で
、
8
月
1
日
以
降
に
次
の

窓
口
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

【
返
却
窓
口
】

　
市
役
所
、
各
支
所
・
出
張
所
・

保
健
セ
ン
タ
ー
。

　
ま
た
、
職
場
の
健
康
保
険
な
ど

に
加
入
し
た
場
合
は
、
届
け
出
が

必
要
で
す
。

　
な
お
、　
歳
以
上
の
高
齢
受
給

70

者
に
該
当
す
る
人
の
被
保
険
者
証

に
は
、
高
齢
受
給
者
証
発
効
期
日

と
一
部
負
担
金
の
割
合
（
平
成
　21

年
中
の
所
得
の
状
況
に
よ
っ
て
、

1
割
あ
る
い
は
3
割
）
が
表
示
さ

れ
ま
す
。

【
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
の
更
新
】

　
現
在
お
手
持
ち
の
認
定
証
の
有

効
期
限
は
今
月
末
と
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
お
持
ち
の
人
で
、
8
月

か
ら
引
き
続
き
該
当
す
る
人
は
、

今
月
中
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す

の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

齢
者
医
療
被
保
険
者
に
な
っ
た
人

に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康
保
険
税

の
口
座
振
替
の
届
け
出
を
さ
れ
て

い
て
も
、
保
険
の
種
類
が
変
わ
る

た
め
、
改
め
て
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
口
座
振
替
の
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
、
特
別
徴
収
と

な
ら
ず
、
普
通
徴
収
と
な
る
人
は

次
に
当
て
は
ま
る
人
で
す
。

毅
年
金
額
が
一
定
額
未
満
の
人
。

毅
介
護
保
険
料
と
合
わ
せ
た
保
険

料
額
が
、
特
別
徴
収
対
象
年
金
額

の
2
分
の
1
を
超
え
る
人
。

毅
年
度
途
中
で
　
歳
に
な
っ
た
人

75

や
転
入
さ
れ
た
人
。

架
国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金

班
。
　国

民
健
康
保
険
税
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納

付
方
法
を
年
金
特
別
徴
収

か
ら
口
座
振
替
へ
の
変
更

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
全
員
が
　
歳
以
上
　
歳
以
下

65

74

の
世
帯
は
、
世
帯
主
の
年
金
か
ら

保
険
税
が
天
引
き
（
特
別
徴
収
）

さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、　
歳
以
上
の
人
が
加
入

75

す
る
長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者
医

療
）
で
は
、
本
人
の
年
金
か
ら
保

険
料
が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
年
金
受
給
額
、
所
得
金

額
、
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
要
件

な
ど
に
よ
り
、
特
別
徴
収
の
対
象

に
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
納
付
方
法
を
年
金
の
特
別
徴
収

か
ら
口
座
振
替
に
変
更
で
き
ま
す
。

変
更
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
申

し
出
が
必
要
で
す
。

胸
申
し
出
期
限
…
7
月
　
日
画
。

30

　
7
月
　
日
を
過
ぎ
て
お
申
し
出

30

い
た
だ
い
た
場
合
は
、　
月
分
の

10

中
止
手
続
き
に
間
に
合
い
ま
せ
ん
。

　
月
分
以
降
の
年
金
か
ら
中
止
さ

12せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
状
況

に
よ
っ
て
は
、
口
座
振
替
に
変
更

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
口
座
振
替
の
残
高
不
足
に
よ

る
振
替
不
能
が
続
く
場
合
は
、
特

別
徴
収
に
戻
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

胸
申
し
出
方
法
…
①
既
に
口
座
振

替
を
利
用
し
て
い
る
人
は
、
認
印

と
保
険
証
を
持
参
く
だ
さ
い
。

②
新
た
に
　
歳
に
到
達
し
後
期
高

75

齢
者
医
療
制
度
の
対
象
に
な
っ
た

人
と
国
保
税
を
新
規
に
口
座
振
替

す
る
人
、
振
替
口
座
を
変
更
す
る

人
は
、
認
印
と
保
険
証
の
ほ
か
に

事
前
に
利
用
す
る
金
融
機
関
で
口

座
振
替
の
申
し
込
み
手
続
き
を
行

い
、
本
人
控
え
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
（
郵
送
も
可
。
詳
し
く
は
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

③
既
に
納
付
方
法
変
更
の
申
出
済

み
の
人
は
、
再
度
申
し
出
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

★
介
護
保
険
料
・
市
県
民
税
の
特

別
徴
収
は
変
更
の
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

架
国
保
年
金
課
保
険
税
班
（
緯
内

線
2
8
1
）、高
齢
者
医
療
年
金
班
。

　
歳
前
の
傷
病
に
よ
る
障
害

20基
礎
年
金
を
受
給
中
の
人
は

所
得
状
況
届
の
提
出
を

　
　
歳
前
の
傷
病
に
よ
る
障
害
基

20
礎
年
金
を
受
給
中
の
人
の
所
得
状

況
届
お
よ
び
所
得
状
況
届
の
つ
い

た
診
断
書
は
、
今
月
末
ま
で
に
市

国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金
班

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
所
得
状
況
届
に
は
、
所
得
の
審

査
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
家
族
の
扶
養
に
な
っ
て
い
な
い

人
で
、
申
告
が
お
済
み
で
な
い
人

は
、
申
告
が
必
要
で
す
。

架
船
橋
年
金
事
務
所
（
緯
0
4
7

　８月２日画は、国民健康保険税の第1期納期限で

す（７月１６日画に、国民健康保険税、後期高齢者医

療保険料の納付書を発送予定）。納め忘れのないよ

うにお願いします。

　口座振替をご利用の人は、残高不足のないよう、

ご確認ください。

　納付が困難な場合は、そのままにせず、下記窓口

にて納付相談をしてください。

架国保年金課保険税班（緯内線281～284）、国保年

金課高齢者医療年金班（緯内線２８８・２８９）。

８月２日は国民健康保険税の
第1期納期限

障害者手帳を
交付されたみなさんへ

　障害年金のご相談はされましたか。

　国民年金・厚生年金保険の障害年金は、障害の程

度により、一定の要件を満たしていると受けること

ができます。

　まずは、お近くの年金事務所にご相談ください。

架ねんきんダイヤル（緯0570－05－1165）、船

橋年金事務所（緯047－424－8811）、市国保年

金課高齢者医療年金班（緯内線288・289）。

胸
手
続
き
に
必
要
な
も
の
…
①
国

民
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番

号
の
分
か
る
も
の
②
印
鑑
。

※
平
成
　
年
1
月
2
日
以
降
の
転

22

入
者
や
失
業
な
ど
に
よ
る
場
合
は
、

事
前
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

架
千
葉
国
民
年
金
電
話
セ
ン
タ
ー

（
緯
0
4
3
―
2
0
3
―
5
6
0

0
）、国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
年

金
班
 。

年
金
相
談
所
を
開
設

　
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
年
金

に
関
す
る
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
年
金
請
求
手
続
き
や
加
入
記
録

の
確
認
、
厚
生
年
金
に
関
す
る
こ

と
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

胸
日
時
…
7
月
　
日
牙
・
午
前
　

29

10

時
～
午
後
3
時
　
分
。

15

胸
会
場
…
市
役
所
会
議
棟
。

胸
定
員
…
8
人
。

胸
申
し
込
み
…
7
月
　
日
俄
ま
で

12

に
電
話
で
左
記
ま
で
（
先
着
順
）。

※
事
前
に
基
礎
年
金
番
号
な
ど
が

わ
か
ら
な
い
と
相
談
を
受
け
ら
れ

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

架
国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金

班
。

国
保

年
金

内
線
2
8
5
～
2
8
7
）。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

被
保
険
者
証
の
更
新

　「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
」
の
有
効
期
限
は
7
月
　
日
臥
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で
す
。
8
月
1
日
蚊
か
ら
の
被
保

険
者
証
は
、
今
月
末
ま
で
に
対
象

者
へ
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
　
年
中
の
所
得
の

21

状
況
に
よ
っ
て
、
8
月
1
日
か
ら

窓
口
で
の
一
部
負
担
金
の
割
合
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
の
更
新
】

　
現
在
お
手
持
ち
の
認
定
証
の
有

効
期
間
は
、
今
月
末
で
す
。
現
在

認
定
証
を
お
持
ち
の
人
で
、
8
月

か
ら
引
き
続
き
該
当
す
る
人
に
は
、

今
月
中
に
被
保
険
者
証
と
と
も
に

申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。

架
国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金

班
（
緯
内
線
2
8
8
・
2
8
9
）。

後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
通
知

　
保
険
料
に
関
す
る
通
知
は
、
特

別
徴
収
（
年
金
か
ら
天
引
き
）
さ

れ
て
い
る
人
と
普
通
徴
収
（
納
付

書
に
よ
り
納
付
）
の
人
で
は
発
送

日
が
異
な
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

胸
特
別
徴
収（
年
金
か
ら
天
引
き
）

さ
れ
て
い
る
人
…
7
月
　
日
画
に

30

発
送
。

胸
普
通
徴
収
（
納
付
書
に
よ
り
納

付
）
の
人
…
7
月
　
日
画
に
発
送
。

16

　
第
1
期
分
の
納
付
期
限
は
8
月

2
日
俄
ま
で
で
す
。

※
　
月
か
ら
特
別
徴
収
が
始
ま
る

10
人
の
場
合
、
第
1
期
か
ら
第
3
期

分
は
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
口
座
振
替
を
ご
希
望
の

場
合
、
す
で
に
手
続
き
し
て
い
る

人
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
か
ら
後
期
高


